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時系列データを⽤いた機械学習の実践
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評価

演習テーマ 適⽤した⼿法/ツール
• KaggleのStoreSales※を題材として、可視化分
析やアルゴリズム選定、モデル構築など機械学習にお
ける⼀連の分析⼯程を体得する。
※エクアドルの総合スーパーの店舗×商品の時系列売
上を予測するコンペ

• 機械学習特有の難しさや注意点について考察を得る

• Pythonにてデータを可視化し、売上に関係する
データを検討し仮説検証

• 学習・予測には時系列データ予測アルゴリズムであ
るProphetを使⽤

• コーディング部分はモブプログラミングによりチーム全
員で課題に取り組み

機械学習分析の実践

5.課題

アルゴリズム選定・初期モデル構築 モデル改善

モデル
定量評価（RMSLE）
検証データ Kaggle

初期モデル 0.5669 0.5428
改善モデル1(休⽇) 0.5805 0.5408
改善モデル2(給与⽀給) 0.5694 0.5450
改善モデル3(販売促進) 0.3939 1.4184
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ü改善モデル1,2では⼤きな改善はせず、また改善しない
原因も推定できなかった

ü改善モデル3ではテストデータとして与えられた販売促進
情報を修正することで改善が図れる⾒込み

■予測改善
ü 改善へ向けた原因分析、仮説設定等を含め要因分析を
進める必要がある

ü ドメイン知識、他のアルゴリズムを⽤いる等を分析・改善
に組込み、多⽅⾯から検討する必要がある

■演習課題（分析⼯程の学習）
ü 分析⼯程の全体像や改善へ向けた課題・注意点などに
関して学習することができた

ü データ収集、時系列性の確認等省略した⼯程を習得す
る必要がある

可視化分析・
仮説抽出

ü売上を様々な⾓度から分析
ü学習モデルに組み込む仮説
を設定

ü Facebook社が開発した時系列解析⽤のライブラリ
ü初期モデルとしてトレンド、周期性を考慮したモデル
を構築

課題

ü初期モデルに対して休⽇効果、給
与⽀給⽇、販促データをそれぞれ
考慮し改善モデルを構築
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